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普及・実用化
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戦略的プロジェクト研究推進事業

「成長に優れた苗木を活用した施業モデルの開発」

研究概要図

研究開発責任者
連絡先

共同研究機関



2‐2:最適な植栽密度・下刈り回数の提示

2‐3:シカ被害に適応した下刈り方法
・品種の選択技術開発

3‐2施業モデル構築のための評価支援
ツールの開発と普及

課題名：成長に優れた苗木を活用した施業モデルの開発
小課題１

成長に優れた苗木の
育苗技術の高度

優
良
苗
木
の
供
給

○早期出荷技術

成長に優れた苗木の低コスト施業体系の開発・育林コスト３０％削減

小課題２

低コスト初期保育
技術の開発

小課題３

成長に優れた苗木によ
る施業モデルの構築

1‐1:特定母樹等のコンテナ育苗技術

植栽後に優れた成長を示す苗・大苗の育苗技術を確立

○苗木形質（形状比）の評価

成長・競争
の解析

立地・苗木（品種）による最適な植栽密度・下刈り回数の選択

普通苗

高成長苗

初
期
保
育
技
術
の
確
立

施
業
モ
デ
ル
と
コ
ス
ト
評
価

1 2 3 4 5 6 除伐

通常 ● ● ● ● ● ● ●

３回刈 ● ● ● ●

隔年刈 ● ● ● ●

※下刈りスケジュールの例

木材の価値を考慮した低コスト施業体系の構築

←
 

立
木
密
度→

※施業体系図

通常施業

低コスト施業

← 林齢→

※樹高成長曲線

← 林齢→

←
 

樹
高→

1‐2:グルタチオン・肥料の施用技術

2‐1: ICTを用いた地位判定

（下刈り方法・品種の選択）

○ヤング率・曲げ強度

○間伐本数・回数の選択

○収穫予測シミュレーション

3‐1:育林施業方法が木材の価値に
及ぼす影響の解明

 エリートのコンテナ化
 良く伸びる苗の規格
 施肥の効果

 どこで良く成⻑
 植栽密度・下刈り回数
 シカ被害対策

 ⽊材の価値基準
 収穫予想とコスト
 現場への普及
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